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Ⅰ．はじめに

人口動態の変化に伴いわが国の保健・医療・福祉の

体系が変化している。それに伴い医療へのニーズが多

様化しており、看護に対する社会からの期待は質・量

ともに高まっている。このため、看護師の育成におい

ても、その年限の長期化の検討のみでなく、教育の質

の向上・保障が重要視されている。看護基礎教育の現

場では、講義、学内演習、臨地実習という形態を活用

し、知識・技術の習得と専門職業人として自ら判断し、

主体的に看護活動を営むことが求められている１）。

看護学生の主体性を育む教育に関するこれまでの研

究では、教員の関わり方の検討2）、実際の学習過程や

成果からの検討3）、指導者と看護学生の認識の差異に

ついての検討4）がみられた。いずれも、主体性を育む

教育方法として、学生の興味・関心を高めるための関

わりや、学生自身が自己の成長を実感できるような関

わりといった学生への教員の関わり方について検討さ

れていた。特に臨地実習や学内演習のような少人数の

学生との関わりが、多く取り上げられており、成果が

確認されていた。このことから、看護学生の主体性を

育む教育方法には、看護基礎教育特有の授業形態が活

用されることが不可欠であり、看護基礎教育特有の教

育方法の検討が必要である。

しかしながら、看護学生の主体性についての定義

や、看護学生の主体性そのものを記述している文献は

なかった。看護学生の主体性を育む教育方法について

検討するためには、これまでの先行研究から、どのよ

うに看護学生の主体性を捉えているのか把握する必要

があると考えた。そこで本研究では、これまでの看護

学生の主体性を取り扱った先行研究から、『看護学生

の主体性』がいかなる内容であるのか、また、その測

定方法にはどの様なものがあるのかを把握することを
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【要約】

看護学生の主体性を育むためには、看護基礎教育特有の教育方法を踏まえた検討が必要である。そのため、本

研究では『看護学生の主体性』の捉え方と『看護学生の主体性』の内容を明らかにすることを目的とし、文献研

究を行った。医学中央雑誌webを用いて「学生」、「主体性」をキーワードに該当した47件の文献を質的記述的方

法を用いて分析した。その結果、『看護学生の主体性』として【課題の設定】、【解決方法の模索】、【責任ある行

動】、【成長の実感】、【決定する力】の5つのカテゴリーが抽出された。その中でも【決定する力】がその他の4つ

のカテゴリーに影響し、かつ、これらが循環することで主体性を育んでいくことが可能となる。ゆえに、『看護学

生の主体性』を育むためには、この一連の流れを止めることなく循環させていくことが重要である。また、今後

の課題として、本研究で抽出したカテゴリーについて再度、吟味・精選し、主体性そのものの測定内容と方法を

検討することが必要である。
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目的とした。

Ⅱ．研究方法

１．対象文献の抽出

医学中央雑誌Webで1999年～ 2010年に公表された

論文のうち、キーワードとして「学生」「主体性」を含

む原著論文68件を抽出した。その内、論文が本研究の

目的である学生の主体性の趣旨に合致した論文47件

を分析対象とした。

２．文献の分析方法

データ化には研究者間で検討・作成した分析フォー

マットを用いた。対象文献を精読し、主体性とは何か、

主体性をどのように測るかについて整理した。次に、

主体性について記載された内容の趣旨をコード化し、

類似性・関連性に基づきサブカテゴリー、カテゴリー

として抽出した。

Ⅲ．結果

１．研究の動向

１）文献数の推移

文献検索の結果、47件の文献を抽出した。文献数の

推移を図１に示す。２年毎に区切り、推移を見ると、

1999・2000年は４件であったが2001・2002年では５

件、2003・2004年では６件、翌2005・2006年では10

件、2007・2008年はで13件となっており、2008年ま

では増加の一途をたどっている（図１）。

２）研究の対象

看護学生を対象とするものが最も多く36件（78

％）、次いで助産学生、大学生・大学院生、薬学生を対

象とするものが各２件（４％）であった（図２）。

３）研究で取り上げた場面

臨地実習の場面が最も多く14件（28％）、次いで集団

を対象とした実技演習の場面が10件（20％）、集団への

講義が４件（８％）、少人数でのグループ学習であるチ

ュートリアルが３件（６％）であった（図３）。尚、複

数の場面を取り上げた文献が６件（12％）であった。

２．主体性とは何か

主体性について定義された論文23件（48.9％）か

ら、【課題の設定】、【解決方法の模索】、【責任ある行

動】、【成長の実感】、【決定する力】の５カテゴリーと

12サブカテゴリーが抽出された（表１）。以下、【　】

内はカテゴリー、『　』内はサブカテゴリー、「　」は

論文内の具体的記述を示す。図１　文献数の推移
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図２　研究の対象
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表１　カテゴリー・サブカテゴリー表

カテゴリー サブカテゴリー

課題の設定
課題の明確化

興味・関心の広がり

解決方法の模索
取り組みへの足固め

解決への手段

責任ある行動
目的達成への決意

自己の選択した方向へ動くこと

成長の実感

成果の実感

経験からの変化

自己との対話

思考の芽生え

決定する力
自己決定

自信の喚起

１）【課題の設定】

『課題の明確化』、『興味・関心の広がり』の２つのサ

ブカテゴリーで構成された。

『課題の明確化』では、「自ら課題を設定」すること、

「自ら課題を明らかにすること」等を含む。また、『興

味・関心の広がり』では「認識の広がり」や「知識の

工夫した活用」等からなっている。

２）【解決方法の模索】

『取り組みへの足固め』、『解決への手段』の２つのサ

ブカテゴリーで構成された。

『取り組みへの足固め』には、「自発性を基盤として、

対象の疑問とその本質を把握する力を持つこと」、「看

護専門職として看護を改革していく力となる」、「自己

責任を持って判断する能力を身につけていくこと」、

「自分の対象との間に生起する事柄に完全に注意を集

中すること」等がある。また、「疑問を解決するための

手法を持つこと」、「思考錯誤を繰り返し、自分自身で

最良の方法を考えること」等が『解決への手段』に含

まれる。

３）【責任ある行動】

『目的達成への決意』、『自己の選択した方向へ動く

こと』の２つのサブカテゴリーで構成された。

『目的達成への決意』には、「自己の立場において選

択し、考え、感じ、行動するこころの構えがあること」

や「自分の意思・判断によって自ら責任を持って行動

する態度のあること」、「情動コントロールする中、確

実な技術が習得できるよう取り組むこと」等があっ

た。また、「目的とする技術の習得に向けて自ら基礎知

識を獲得し、自己課題を遂行できること」、「学生の力

だけでやり遂げること」、「自己の意思・判断によって

自ら責任を持って行動すること」等が『自己の選択し

た方向へ動くこと』に含まれる。

４）【成長の実感】

『成果の実感』、『経験からの変化』、『自己との対話』、

『思考の芽生え』の４つのサブカテゴリーで構成され

た。

『成果の実感』は「自らの行動の評価」、「学習効果の

確認」がある。『経験からの変化』は「実戦経験の意味

への気付き」、「自己認識の変化」が含まれる。また、

「看護学生の自己成長を助ける」、「自己の啓発」等が

『自己との対話』に含まれ、『思考の芽生え』には「あ

るがままに自分と対象との間に生起する事柄を受け取

り続けるという意志」や「思考力の発揮」からなって

いる。

５）【決定する力】

『自己決定』、『自信の喚起』の２つのサブカテゴリー

で構成された。

『自己決定』では、「責任ある決定」や「自らの意思

決定」、「自らの意識決定」がある。また、『自信の喚

起』には、「選択への自信」「や「自己効力感の喚起」

が含まれる。

３．主体性の測定方法

主体性の測定用具について記載された論文は11件

（23.4％）であった。主体性の測定には「主体的に学ぼ

うとする姿勢」、「進路決定プロセス尺度」、「独自性欲

求尺度」、「行動姿勢」、「子ども用主体性尺度」、「やる

気を引き出す18の視点」、「アイデンティティ尺度」、

「PILテスト」や、独自に作成した質問紙等を用いてい

た（表２）。
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表２　主体性の測定方法

主体性をどのように測るか

主体的に学ぼうとする姿勢について、とても身につ
いた～あまり身につかなかったまでの５件法で学生
自身が回答

質問項目は、明示されているが、下位概念の分類の
記載がないため、内容は不明確。測定方法は非常に
当てはまる～まったく当てはまらないの４件法

進路決定プロセス尺度６件法の回答形式

学生に対して、主体的に取り組めましたかという問
いで、「十分取り組めた」「取り組めた」「取り組めな
かった」の３件法の回答形式

アンケート調査であるが、学生の認識を問う形式で
あり、「自発的な学習ができたか」を５件法で回答す
る形式

性質、能力、趣味、行動傾向などが他人と異なって
いた、あるいは異なっていることに満足感を感じる
欲求である独自性欲求尺度。32項目８因子からな
り、１～５点で採点される

行動姿勢の中の意欲や態度、関心、思考の仕方、行
動の仕方

「積極的な行動」「自己決定力」「自己を方向づけるも
の」「自己表現」「好奇心」の５つの下位尺度から構
成される子ども用主体性尺度

やる気を引き出す18の視点を参考に作成した質問紙

アイデンティティ尺度

PILテスト（Purpose in Life Test）

Ⅳ．考察

１．主体性の内容

本研究では、看護学生の主体性のカテゴリーとして

物事に興味・関心を持ち、自らの課題を明らかにして

取り組むための【課題の設定】、設定した課題に対する

【解決方法の模索】、自己の設定した課題をやり遂げる

ための【責任ある行動】、自己の行動を振り返り、評価

することで得られる【成長の実感】、自らの課題を設定

し、成長を実感するまでのプロセスにおいて求められ

る【決定する力】の５つが抽出された。

看護学生は卒後、看護師として判断能力や問題解決

能力を発揮していくことが求められる。そのために、

看護基礎教育において、自ら判断し、問題解決してい

くための知識・技術・態度を身に着けることが必要と

される。その第１段階として学生は、物事に興味・関

心を持ち、自らが取り組むべき【課題を設定】する。

この段階において教員は、学生のレディネスや学習習

熟度に応じた具体的な助言をすることが必要とされて

いる。次に、第２段階として、自己の設定した課題に

対して試行錯誤を繰り返し、自分自身で最良の方法を

考え【解決方法の模索】をする。そして、第３段階と

して、自己の設定した課題をやり遂げるための【責任

ある行動】をとり、第４段階として自己の行動を振り

返り、評価することで得られる【成長の実感】をする。

１～４の各段階において、学生が自ら判断し、決定し

ていくことが必要となり、【決定する力】が大きく影響

を及ぼしていると考えられる。片山2）は、学生の発言

を待つ姿勢は、間接的に、自然に学生の能力が引き出

され、学生の力だけでやり遂げる主体性に影響を与え

るとしている。また、鈴木は、学生は仲間と関わり、

思考や情動が動くとその中で知識や技術を定着させて

いる。そのため、学生の思考をフィードバックし、行

為にいたる思考の過程を浮き彫りにしていく働きかけ

をすることが求められている1）と述べている。教員は

学生のレディネスや学習習熟度に応じて支援の方法を

工夫しながら、学生が自信を持って自己決定できるよ

う、【決定する力】を培う支援をしていくことが求めら

れる。これらのプロセスにより、学生は自身が設定し

た課題をやり遂げたという成功体験を持ち、このこと

で自信が高まり、主体性が促進していくのではないだ

ろうか。

２．主体性の測定方法

主体性の測定には、「主体的に学ぼうとする姿勢」、

「進路決定プロセス尺度」、「独自性欲求尺度」、「行動姿

勢」、「子ども用主体性尺度」、「やる気を引き出す18の

視点」、「アイデンティティ尺度」、「PILテスト」や、独

自に作成した質問紙等が用いられていた。今回の分析

対象の文献からは、本研究で抽出された要素から考え

て主体性そのものを測定する尺度は活用されておら

ず、看護学生の主体性に関する測定方法は、模索段階

にあると考えられる。

今後、本研究で抽出された看護学生の主体性の構成

要素である、【課題の設定】、【解決方法の模索】、【責任

ある行動】、【成長の実感】、【決定する力】について測

定方法を検討していき、再度主体性の内容を吟味・精

選し、主体性そのものを測定することを試みることが

課題である。
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３．主体性を育む教育

これまでの結果から、看護学生の主体性を育む教育

については、その特徴的教育方法である講義・学内演

習・臨地実習の特性を活かしながら実践していること

が明らかとなった。講義では、演繹的に実施するだけ

でなく、個人およびグループによる課題を達成する形

式が多く実践されている。具体的な方法としては、

Problem based learning（問題基盤型学習：以下PBL

と記す）やグループでの演習が含まれていた。学内演

習では、技術演習や看護過程を用いた演習も含まれて

おり、グループや個人で課題を達成することが可能な

形式であった。もっとも多く活用されていた臨地実習

では、さまざまな試みがなされていた。これらの授業

形態の活用に関して順序性を明示している文献はみら

れなかった。しかし、先行研究の学習段階などを考慮

すると、講義・学内演習のグループでの学習を活用し、

学生間で協力し合いながら学生自ら課題を設定し、そ

の課題に取り組むことで主体性を促進させる基礎的な

力を育むことができるものと考えられる。そして、学

生のレディネスや学習習熟度に応じた教員の支援によ

り主体性が促進される。これらを繰り返すことで学生

は成功体験を持つことができ、【決定する力】を育んで

いくことに繋げることができるといえる。そして、学

内での過程で育まれた【決定する力】を基盤に、臨地

実習において、主体性を促進する仕組みをつくること

が重要である。

また、看護学教育は、講義、学内演習、臨地実習と

いう授業形態の組み合わせでカリキュラムが構成され

ているため、それぞれの特性に合わせて主体性を育む

方略を検討する必要がある。講義や学内演習において

は、集団やグループで課題達成に取り組むだけでな

く、臨地実習において学生が課題を設定し、問題解決

する基盤を形成するために、学生個々を対象とした

PBLや課題の個人ワークを取り入れる工夫が必要で

ある。また、学生の主体性発展の授業形態として多く

活用されている臨地実習では、学生個々への関わりが

主軸である。講義・学内演習と臨地実習共通の教育内

容としては、授業での達成課題を明確にし、その解決

方法、行動を学生が考えられるように支援することで

ある。更には、最後に課題の達成状況を学生が実感し、

その成果を確認できる場を提供することが不可欠であ

る。この繰り返しによって、学生の決定する力が成長

し、主体性がさらに発展していくのではないだろう

か。入学時からの教育の中で、この一連の流れを止め

ることなく循環させていき、学生個々の決定する力を

成長させていくことが主体性を育む教育といえるので

はないだろうか。

Ⅴ．結論

看護学生の主体性を育む教育方法について検討する

ため、看護学生の主体性について研究論文をレビュー

し分析を行った。その結果、【課題の設定】、【解決方法

の模索】、【責任ある行動】、【成長の実感】、【決定する

力】の５カテゴリーと12サブカテゴリーが抽出され

た。【課題の設定】、【解決方法の模索】、【責任ある行

動】、【成長の実感】は学生の主体性を育むステップと

なっており、その基盤は【決定する力】となっている。

主体性が発展するためには【課題の設定】及び【決定

する力】に対する学生のレディネスや学習習熟度に応

じた教員の支援が重要である。また、講義・学内演習

のグループでの主体性の促進の繰り返しにより、育ま

れた【決定する力】を基盤に、臨地実習において、学

生個人を対象とした主体性を促進する仕組みをつくる

こと、授業での達成課題を明確にし、その解決方法、

行動を学生が考えられるように支援すること、最後に

課題の達成状況を学生が実感し、その成果を確認でき

る場を提供することが必要である。今後、本研究で抽

出された看護学生の主体性の構成要素である、【課題

の設定】、【解決方法の模索】、【責任ある行動】、【成長

の実感】、【決定する力】について測定方法を検討して

いき、再度主体性の内容を吟味・精選し、主体性その

ものを測定することを試みることが課題である。
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